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自分らしい生活を実現するために 

 白鳳短期大学 

 出田 めぐみ 

前号の巻頭言では、作業療法士の介入で、自分のやりたい作業が実現し、人に感謝される存在になることが

できたという素敵な実践報告が取り上げられていました。このようにその人らしさを適切に理解、表現できる

のが作業療法の専門性の一つであると信じている作業療法士がほとんどだと思います。私は、作業療法教育に

携わるなかで、「その人らしい生活をどう支援していくのか」という問いへの具体的な答えを学生に説明する

ことは難しいことだと感じてきました。最近は、その人らしさについて作業療法の分野でも、いろいろな研究

が行われ、この問いに対する答えが、具体的に示されることが増え、心強く励まされています。また作業を通

した実践報告やMTDLPを用いた症例報告がでてきており学生指導に取り入れることができています。 

看護学分野の研究で、「『その人らしさ』とは、内在化された個人の根幹となる性質で、他とは違う個人の独

自性をもち、終始一貫している個人本来の姿、他者が認識する人物像であり、人間としての尊厳が守られた状

態という特性を指す」と定義されたものを見つけました。難しい内容ですが、その人らしさの本質を的確に表

現できていると感じます。 

心理学分野には「行動的 QOL」という考え方があります。「どのように行動するか」から、その人らしさを

とらえていくという考え方です。簡単にいうと、どの作業を、どれくらいの頻度で選択するか、選んだ作業を

どの程度継続するのか、どのようにその作業を終えるのか、など日々繰り返される行動の傾向を分析して、そ

の人を捉えていこうとするものです。 

作業療法士は、作業・環境・人に焦点を当てます。人の理解のためにコミュニケーション（言葉）を用いる

ツール（COPM）に合わせて、「行動」「言動」という見えるものを使うことはわかりやすく、とてもすっき

りできます。 

何をするか（作業の種類）に合わせて、どのように行うかどのように取り組むかにも焦点を当て整理し、言

語化していくことももっと学んでいきたいと思います。 

【目次】 巻頭言…1  会長だより・各部局からのお知らせ・ブロックだより…2・3・4   

委員会だより…5  エッセイリレー・患者さんの作品紹介…6・7  施設紹介…8 

喜笑転結…9  問い合わせ…10   
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白鳳短期大学 

 西井 正樹 

 会員の皆様、平素より県士会活動にご協力いただきましてありがとうございます。新年度、新入職員を迎え

忙しいことだろうと思います。今回の会長だよりは 4月 13日から 14日に行われました「47都道府県委員会

（通称：47委員会）」についてお伝えいたします。この 47委員会は、全国都道府県の会長が集まり、協会の

重点項目を中心にディスカッションをする会議です。今回の会議でも様々な議論がなされました。「災害対策」

「学童保育」「地域支援の取り組み」「臨床実習指導者講習会」等々について報告がありました。「臨床実習指

導者講習会」については昨年も研修会を行ったように、今後県士会が中心となって講習会を行います。2019

年度には、1回は必ず奈良県で開催したいと思います。なお、講習会の世話人については、厚労省指定長期講

習終了者、臨床実習中級上級修了者、日本作業療法士協会の臨床実習指導者講習会修了者が世話人になること

ができます。全国では約 3000人いますが、1回の開催で 100の定員で 10名の世話人が必要となります。ぜ

ひご協力していただくとともに、理学療法士協会との調整しながら行っていきたいと思います。奈良県内の会

員は 500人ですが、まずは 200名（40％）の輩出を目標に行っていきたいと思います。この指導者講習会は

未来の OTを育てる大切な事業であると考えています。皆様の参加をお願いします。 

 

 

 

事業部                      大西 和弘  

新年度が始まり、教育と臨床に忙しくされていることと存じます。さて、県士会ホームページはご覧頂けま

したでしょうか？事業局では、今年度分のスキルアップセミナーを早々にアップし、メニューを刷新して県士

会員の皆様の学習機会の提供に努めています。事業部セミナーでは、大阪府立大学竹林崇先生の講義も予定し

ています。是非、参加の程お願い致します。 

事業局活動に興味のある方は、ホームページ左「事業部活動報告」のバナーをクリックして頂き、閲覧して

ください。一緒に活動してみたいという方がおられましたら、研修会等で事業部スタッフまでお声掛けくださ

い。詳細をお伝えします。 

※北和と南和ブロックで同時開催できる、オンライン研修については、準備が整い次第、詳細を配信致します。 

※事業部活動は随時、県士会ホームページ左、「事業部活動報告」バナーにアップしていますので、ご覧くだ

さい。 

学術部                      辰己 一彦  

青葉繁れる好季節を迎え、奈良県士会の皆様におかれましては、ますますお健やかにお過ごしのことと存じ

ます。 

学術部においては、様々な委員会の構成の下、運営を行っております。皆様が関わる領域である身体、精神、

発達、老年・地域にて委員会活動を実施のほか、福祉用具相談支援委員会、運転委員会、研究助成委員会、学

術誌発行委員会などがございます。 

各委員会にて、事例検討会や研修会などを開催しておりますので、ご興味のある方は下記アドレスまでお問

い合わせください。奈良県作業療法士会のHPにも研修会情報を掲載させていただきますので，そちらもご参

照ください。              

お問い合わせ先：tatsumi@utcaresystem.com  学術部辰己まで 

会長だより 
 

各部局からのお知らせ 
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事務局 財務                                 毛利 陽介   

  新緑の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

  昨年度の収支決算につきましては、ホームページにてご覧頂けますので、ご確認下さい。会費の納付につ

きましてはできる限り奈良学会の受付にてお願いいたします。各施設でまとめてお支払いして頂けると納付

後の処理がスムーズにできます。ご協力をお願い致します。納付期限は 6月中としております。尚、年会費

の支払いの証明となる奈良県士会通称「鹿シール」は協会の会員証の電子化に伴い「研修受講カード」の表

に貼ってください。 

  ◎会費   ：10,000円 

◎新入会員 ：11,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ゆうちょ銀行振替口座    (郵便局の振込用紙をご利用下さい。) 

口座記号番号      ００９３０－０－２３３８３９番 

  口座名称(加入者名)    一般社団法人 奈良県作業療法士会 

 

  ※この口座を他行等から振込される方は下記内容をご指定下さい 

  店名(店番)：〇九九(ゼロキュウキュウ)店 (０９９)   

預金種目：当座  口座番号：０２３３８３９ 

  ※振込書には氏名・住所・連絡先・所属を記載して下さい 
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教育部                                        木納 潤一  

新入会の皆様、国家試験合格、おめでとうございます。そして、奈良県士会へようこそ！ 

奈良県作業療法士会では、県士会員の皆様が、臨床に取り組みながら、研修や学習、スキルアップができる

よう、積極的に研修会を企画しております。教育部では、日本作業療法士協会が設定している生涯教育制度に

基づいた研修会（現職者共通研修 10テーマと現職者選択研修）の企画・運営をしております。今年度の研修

会は、6月からスタートする予定です。合宿研修会も予定しております！ 

研修会のご案内は、県士会ホームページやメーリングリストをご確認ください。受講のお申込みは、奈良県

作業療法士会ホームページの申し込みフォームに、必要事項を入力していただくだけで簡単にできます。多く

の先生方の受講をお待ちしております。 

 

 

 

 

 北和ブロック                       渡邊 俊行 

新年度になり、皆様、いかがお過ごしでしょうか？平素より北和ブロックの活動にご協力を賜り、誠にあり

がとうございます。新入職や異動など皆様の職場でもいろいろと環境に変化があったかと思います。県士会活

動についてお伝えの上、入会手続き等のお声掛けをお願いします。 

第 11回奈良県作業療法学会もあります。北和ブロックをみんなで盛り上げていければと思いますので、今

年度も昨年度以上のご協力よろしくお願いします。 

 

 中和ブロック                       北別府 慎介 

新年度となり、皆様の職場でも新入職の職員を迎えておられることと存じます。平成 31年度の入会および

入金手続きにつきましても、先輩会員の皆様が積極的にご指導、お声掛けをお願いします。奈良県作業療法学

会および総会には、多くの施設の方が参加されます。職場の皆様で会費を取りまとめてお持ちいただくと、ブ

ロック事務局としては大変助かります。皆様のご協力をお願いします。 

 

 南和ブロック                       田中 陽一    

新年度となりました。会員の皆様におかれましては、お忙しくお過ごしのことと存じます。各職場において

も 4月から新作業療法士の皆様が働かれることと思います。是非、奈良県作業療法士会の役割や活動内容につ

いてもお知らせいただき、入会への御声掛けをよろしくお願いいたします。今年度も様々な活動を予定してお

りますので、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

ブロックだより 
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認知症支援委員会 

 

2018 年度は、アップデート研修とステップアップ研修（認知症事例検討会）を会員の皆様に研修として行

い、また各支援委員は依頼のあった地域にて認知症の啓発としての予防講座や本人（当事者）ミーティングを

地域住民や当事者の方に行う活動を実施しました。また、「認知症の人と家族の会」奈良県支部の方に西井会

長と共にご挨拶に行かせて頂きました。 

2019年度は、ステップアップ研修に加え、多職種共催の研修を予定しております。また、「認知症の人と家

族の会」が主催する本人と家族の集いへの協力参加を予定しております。 

地域活動に興味はあるけど、イメージわかないなあ～、という会員の方には、支援委員が行っている地域活

動への見学参加という形もとっていこうと考えています。 

上記の内容の詳細を、6月の奈良学会の時に報告する予定にしております。         

秋津鴻池病院 

千葉 亜紀 

お問い合わせ 0745-63-0601 

 

 

 

今年度も生活行為向上マネジメント推進委員会では、基礎研修 2回、実践者研修（事例検討会）5回を予定

しています。事例検討会は奇数月の最終月曜日を予定しています。多施設の作業療法士と意見交換できる貴重

な機会となっています。詳細は当会のホームページで案内します。是非ともご参加ください。 

北別府 慎介 

 

 

 

地域包括ケアシステム委員会では、2015年の委員会発足から様々な活動を行って参りました。2018年、日

本作業療法士協会のモデル事業に採択された「自立支援型地域ケア会議助言者育成 DVD」は現在県士会の

HPで配信中です。この映像は日本作業療法士協会のHPからリンクされ全国で視聴できるようになりました。

手前味噌ですが、全国的にみてもあまり例のない取組を委員と一緒に行っています。恐らく全国初の、「地域

ケア会議傍聴キャンペーン」も継続して行っていますので、こちらも県士会 HPから申し込みが可能です。 

近い将来に訪れる 2025年を筆頭に、超少子高齢化社会が現実となってきます。医療から介護、地域へ様々

なサービスや人員の移動が起きてきます。その時代を見据えて今から地域を知って下さい。令和元年も地域包

括ケアシステム委員会は、積極的に研修会や新しい取組を行います。詳細は、随時県士会 HPをご覧ください。 

地域局 地域部 地域包括ケアシステム委員会 

委員長 安井 敦史 

所属：株式会社 UTケアシステム 

ユーティー訪問看護ステーション 

お問い合わせ 090-1676-9898 

 

委員会だより 
 

地域包括ケアシステム委員会 

 

MTDLP 推進委員会 
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ウェルケア悠  

笠間 裕介 

 作業療法士となり、4月で 3年目に入ることになりました。1年目は日々毎日の仕事を実施していくだけの

日々でしたが、2年目からは少しづつですが週や月の予定を組み立てて調整することで突発的な事があっても

自ら流れを作っていく事が出来るようになっていきました。 

 その理由としては、2年目から自分が主体となって料理活動や園芸活動を実施していく機会が増えていった

ことが大きいと考えます。 

 活動を実施していくうえで事前準備や計画立案。また 1人では実施出来ない為、他のセラピストや栄養士、

介護職、ボランティア等他職種と協力していく事や外部（ケアマネ）との調整作業があり、その為、計画をし

っかり立て、臨機応変に対応することや他職種との連携を身に付けなくてはいけませんでした。 

最初は、普段の仕事もあった為、倍以上の仕事量となり苦しい時期が続きましたが、活動の中で参加者の笑

顔や「楽しかった。また参加したい」と言った言葉を聞き『自分がしなくては』『頑張ろう』と奮い立たせて

やってきました。しかし、不思議なもので忙しい、辛い状況でも『自分自身が楽しいから頑張ろう』という気

持ちになり今では参加者と一緒に楽しんで活動を実施しています。 

活動の中で私は自ら楽しむことで仕事への取り組み方や雰囲気がガラリと変化しました。これからも相手と

一緒に楽しむ気持ちを忘れず続けていきたいと思います。 

次は、奈良リハビリテーション病院 二宮 寿郎さんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エッセイリレー 
 

患者さんの作品紹介 ～俳句～ 
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＊患者さんの紹介＊ 

 A氏は閉塞性肥大型心筋症と診断された 90歳代の女性です。A氏は心臓の状態が悪く低血圧が続き、ベッ

ド中心の生活となられたことで、全身の筋力が低下されていました。歩きたいという希望はありましたが、心

負荷となるために歩行は禁止されていました。認知機能は比較的保たれており、徐々に筋力が低下されていく

ことを感じては「このままではいけない」と話される一方で、疲れやすく、活動性や意欲低下も認められまし

た。気分転換に散歩をしている中で、他患が作られたちぎり絵の作品をみて興味を示されたため、A氏が主体

的に活動できればと考え、ちぎり絵作りを行いました。 

 

＊患者さんにとってその作品を作る意味・目的＊ 

・指先を中心とした上肢の機能維持・向上 

・色や貼る場所の選択を主体的に行っていただくことで、認知機能面への働きかけや自己効力感・達成感を得

ること 

 

＊セラピストがその作品を作るにあたって工夫した点＊ 

 作品は多少細かくても出来栄えが良くなるものを選択しました。毎回 OT終了時に作品を見て振り返りをし

てどんどんと絵が色づく様子見て達成感を共有しました。また他患がいる環境で行い、賞賛されることで A

氏の意欲の維持に努めました。 

 

＊患者さんが作品を作り終えての感想＊ 

 「飾るときれい。頑張ってよかった。」「私と同じように入院されている方の、少しでも慰みになればいいな

あ。」「次はこの絵はどう？」との発言が聞かれました。 

 

＊OTR の視点からの効果＊ 

・意欲の向上や日中の離床時間の拡大 

・他患やスタッフとの交流 

 

＊作品掲載にあたり、本人・家族様より同意を得ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者さんの作品紹介 ～ちぎり絵～ 
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医療法人社団 松下会 東生駒病院 

 

 東生駒病院は、昭和 60年、風光明媚な生駒山が望める東生駒の地に設立されました。以来、市民の皆様に

愛される地域医療を提供させて頂いております。現在、病床数は回復リハビリテーション病棟一般型が 35床、

療養型が 48床、一般重度障害者病棟が 38床の総数 121床、成人・小児外来、訪問リハビリテーションでの

診療を行っています。 

 リハビリテーション科は、現在 PT42 名、OT17 名、ST10 名で構成されています。OT は、成人患者に関

しては、脳血管疾患、運動器疾患を、小児患者に関しては、発達障害や脳性麻痺を中心に携わらせて頂いてお

ります。また、生駒市と連携し、介護予防事業にも取り組んで成果をあげています。 

 リハビリテーションとは、運動訓練のことではなく、『再び適すること』という意味であり、当院では、障

害によって損なわれた個々の生活を再び築き上げていく為に、『その人らしさ』に重きを置いて患者一人一人

に合ったプログラムを実施しています。また、基本動作やADLについてのパラメディカルとの合同勉強会や、

患者参加型のケーススタディーを行い、退院後も外来と訪問でフォローする耐性の地域に根差した質の高いリ

ハビリテーションを提供できるよう取り組んでおります。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設紹介 
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No,15 平端駅・前栽駅のバリアフリー🌼 

 
休みの日などに電車に乗り、遊びに行く機会がよくあります。電車はすごく便利で私達ペーパードライバー

には特に良く使う交通機関です。ですが、一つだけ気になる事は天理駅から乗った場合、乗り換えの平端駅が

階段になっている事です。「あと５分で電車が発車してしまう！」という時でもこの階段で電車を見送ること

が多いです…(苦笑)平端で乗り換えの時間を多めに取って電車の時間を組みなおしたり、平端直通の電車を選

ぶなど工夫をしていました。エスカレーターは乗れるようになったので、「下りの階段をエレベーターに変わ

らないかなあ…」と思っていました。すると駅員さんにその気持ちが通じたのか！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平端駅にエレベーターが付きました！！これで大阪や京都へ遊びに行く時に乗り換えを楽に出来てとても

嬉しかったです。 

 

また、もう一つの良いニュースは、先日電車に乗って外をぼーっと見ていたら、 

 

前栽駅にもエレベーターを付ける工事を行っていたことです。これからもたくさんの駅にバリアフリー工事

を行って、車いすの人でも誰でも電車に乗ってたくさんの人が外へ出ていけるようになればいいと思います。 

 

 

編集後記 

約３年前に電車に乗り始めた時、平端駅の階段は「大変だなあ・・・」と思っていました。階段を降りる時

間の為に電車のダイヤを組みなおしたり、平端直通の電車を選んだりと色々工夫していましたが、エレベータ

ーになってから気にしないで好きな電車に乗れるようになり、とても嬉しかったです。片麻痺の重要な交通手

段である電車ですが、駅のバリアフリーがこれからももっと広がっていけたらいいなと思います。  

奥田 優子 

 

 

 



 

松村： 新年度が始まりました。季節の変わり目ですが、皆

さんも体調お気を付け下さい。 

 

服部： 新元号が発表されましたね。私は平成生まれなので

元号が変わるというのは新鮮な感じがしています。 

   今年度も宜しくお願いします！ 
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【県士会登録・異動・退会・会費などの問い合わせ】 

入退会、休会届等は各所属ブロック長へお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

  

 

【生涯教育制度についての問い合わせ】      【セミナー及び研修会などの問い合わせ】 

       

                                  

                                 

                                

                                

 

 

【広告に関する問い合わせ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広告掲載について、賛助会員に入会して頂ければ、掲載可能

です。ご希望の方は以下にお問い合わせ下さい。 

申 込 先：白鳳短期大学  

担当 毛利 陽介 

連 絡 先：TEL 0745-60-9007 

E-mail:otnarajimu@yahoo.co.jp 

教育部 

秋津鴻池病院 

部長 木納 潤一 

TEL(0745)-63-0601  

FAX(0745)-62-1092 

 

事業部 

秋津鴻池病院 

部長 大西 和弘 

TEL(0745)-63-0601 

FAX(0745)-62-1092 

北和ブロック 

関西学研医療福祉学院 

ブロック長 渡邊 俊行  

TEL(0742)-72-0600 

中和ブロック 

西大和リハビリテーション病院 

ブロック長 北別府 慎介 

TEL(0745)-71-6688 

南和ブロック 

奈良県総合 

リハビリテーションセンター 

ブロック長 田中 陽一 

TEL(0744)-32-0200 

編集後記 



  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【募集人員】 若干名 

【雇用形態】 OT・PT・ST（常勤 非常勤） 

【業務内容】 訪問看護ステーションからの訪問リハビリ 

       小児・高齢者デイサービスでのリハビリ業務 

【訪問地域】 奈良県広域 

【勤務時間】 9:00～18:00 

【給  与】 当社規定による（実績・経験に応じる） 

【休  日】 原則週休 2 日（相談に応じます） 

【社会保険】 完備 

【職 員 数】 Ns6 名 OT21 名 PT5 名 ST4 名 CW7名 

【応募方法】 電話にて随時受け付けています  

お気軽にお問い合わせください 

 

お問い合わせ先 

株式会社ＵＴケアシステム 

〒634-0007 奈良県橿原市御坊町 152 

電話：0744-20-3353 FAX：0744-20-3354 (担当：阿部） 

URL:http://utcaresystem.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属先 株式会社 PLAYZ 訪問看護ステーションるーく (生駒市さつき台 2 丁目 451-204-102) 

募集人員 ２～３名 

雇用形態 常勤・非常勤（作業療法士・理学療法士・言語聴覚士） 

業務内容 訪問看護ステーションからの訪問リハビリ(生駒市・大和郡山市・奈良市) 

勤務時間 
常勤：9 時～17 時 

非常勤：9 時～1 時の間で個別設定可能。週 1 回半日から可能、但し固定曜日となります。 

給与 
常勤：月給３０万円～（生活状況・経験考慮）＋実績手当 

非常勤：当社規定による実績給 

応募方法 電話：0743－77－7001 にて随時受け付けております。担当：谷村までお気軽にお問い合わせください。 

訪問看護ステーションるーくは、平成 27 年 12 月に事業

を開始いたしました。利用者様の[なりたい自分を実現する]

ためにリハ職種として精一杯のサポートをしていくことを

理念に掲げています。また、同じ職場で働いている看護師

とも連携をとり、互いの専門性を活かしたケアを行ってい

ます。 

 現在リハ職種は理学療法士 5 名、作業療法士 2 名、言語

聴覚士 1名とまだまだ人手が足りない状況です。そのため、

さらなる仲間が必要です。どうぞ力を貸してください！ 

ユユーーテティィーー訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン 

リリハハビビリリデデイイササーービビスス  UUTT 広広陵陵  

発発達達支支援援ルルーームム  UUTT キキッッズズ 

当事業所は「理想の在宅ケアを追究する」をモット

ーに身体機能だけでなく、生活・暮らしを考えたリ

ハビリを行なっています。療法士は総勢 30名在籍

していますが、横のつながりは強く、皆仲良く働い

ています。 

勉強会も定期的に行っており、安心して仕事に取り

組んでいただけます。 

私たちと一緒に地域のリハビリを盛り上げていき

ませんか？ 



訪問看護ステーションたいむ 

株式会社 THYME 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      医療法人雄信会 介護老人保健施設大和三山    
当施設は平成 26年 4月に橿原市膳夫町に開設した全室ユニット型個室の介護老人保健施設です。ご利用者 

様が介護状態になった場合においても自立した日常生活を営むことができるようリハビリに取り組んでいます。 

今後認知症の方に対するリハビリも強化していきます。 

スタッフ同士の意見交換やコミュニケーションを大切にしています。施設内研修や外部研修への参加制度 

も整っており、当施設で力を合わせて専門分野を生かしてみませんか。スタッフ一同お待ちしております。 

  

【URL】http://yushinkai-nara.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

訪問看護ステーションたいむは、ハー

ブのタイムから名付けました。その花言

葉から「ご利用者様に勇気と安心を。ご

家族様に自信と笑顔を。」をモットーに、

私たちは皆様に精一杯のサービスを提供

していこうと思っております。 

設立してまだ 4年目の事業所ですが、

スタッフ一同、夢と理想をもって日々楽

しく頑張っております。 

ぜひ、私たちと一緒に地域に根差した

ステーションを作り上げていきません

か？訪問看護未経験者でも丁寧に指導致

します。運転に自信の無い方もサポート

致しますので安心して下さい。 

ご応募お待ちしております。 

求人のお知らせ 

雇用形態： OT・ST・PT（常勤・非常勤） 

訪問地域：大和郡山市・西和・北和 

勤務時間：９時～18時 

給  与：常勤 年収 380万円～500万円 

（実績・経験により優遇します） 

非常勤 3000円～4000円/回 

昇  給：あり（実績により随時考慮） 

休  日：年間 112日 

社会保険：完備 

応募方法：電話・メールにて随時受付けております。  

株式会社 THYME 
大和郡山市小泉町２７３３－２ 
電話：0743-85-6776 
ｅ-mail thymethyme@snow.ocn.ne.jp 

 

募集人員   3名 

雇用形態   OT・PT（常勤） 

 

業務内容   老健および老健内通所リハビリでのリハビリ 

勤務時間   8：30～17：30 

給与     月給 237,000円 

         資格手当 25,000円 

調整手当 32,000円（所定時間外手当を含む） 

         （生活状況・経験考慮） 

休日     ローテーションによる月 8～9回の休み 

（日曜日固定休日） 

職員数    OT1名、PT1名、ST1名 

応募方法   お気軽にお問い合わせください。 

お問い合わせ 医療法人雄信会 介護老人保健施設大和三山 

       〒634-0014 奈良県橿原市膳夫町 477-17 

       TEL：0744-23-6688 FAX：0744-23-6863（担当 吉田） 

       FAX：0744-23-6836（担当：吉田） 

http://yushinkai-nara.com/


 医療法人涼楓会にしむら小児科 児童発達支援事業所“ことり”      

2019年 2月に新たに児童発達支援事業所を開設し、4月から本格的にスタートします。 

オープニングスタッフを募集しています。子育て中の方歓迎です。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

募集人員 若干名 

雇用形態 OT（常勤 非常勤） 

業務内容 児童発達支援事業所でのリハビリ業務 

勤務時間 9:00～18:00 

給  与 25 万～ 賞与年 2 回 通勤手当別 

休  日 日祝日、原則週休 2 日 

社会保険 完備 

応募方法 電話かメールにて応募のうえ、履歴書を持参して面接に来てください。 

 

         訪問看護ステーション しん            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

〒582-0021 大阪府柏原市国分本町 1-9-14 

TEL：072-978-6597  FAX：072-976-1186 

E-mail：kotori2460@gmail.com  担当：西村 

HP：http://www009.upp.so-net.ne.jp/tatsuo/top.htm 

mailto:kotori2460@gmail.com


 

 

 

所属先：なら子ども発達支援センターふぁ～すと 

住所：奈良県橿原市小房町 13番 2号 

業務内容：福祉型児童発達支援センターにおける発達の気になる 

未就学児（発達障害児等）に対する療育的支援 

雇用形態：正職員 

募集人数：3名 

募集条件：経験者のみ 

勤務時間：8：45～17：30 

休日：日曜日と月～土のうち 1日（年間休日数 127日） 

給与条件：基本給 250,000円～350,000円 資格手当 5,000円 扶養手当 6,500円（配偶者・父母） 

10,000円（子 1人まで）、6,500円（子 2人目～） 住宅手当 27,000円上限 

     通勤手当 55,000円上限 昇給年 1回 賞与年 2回 計 4.5月（前年実績） 

加入保険：雇用保険・労災保険・健康保険・厚生年金 

退職金：福祉医療機構退職手当共済制度並びに法人独自の退職金制度の 2本立・奨学金返済補助制度 

応募方法：お気軽にお問合せ下さい 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当病院では日頃からスタッフ同士の意見交換やコミュニケーションを大切にしています。一人で悩む事が無

いように取り組み、なんでも言い合える職場環境が自慢です。助け合える仲間がいるからこそしっかり患者様

と向き合え、自身の成長へと繋がると考えています。そんな仲間があなたを全力でサポートします。 

 

リハビリ科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人橿原市手をつなぐ育成会 

〒634-0075 奈良県橿原市小房町 13番 2号  

綜合施設長 北川 登（きたがわ のぼる） 
TEL：0744-23-7467 FAX：0744-47-1009 
URL：http://k-ikusei.or.jp 

            松倉病院             

専門職種でチームを作りみんなで患者様に取り組むので資格取り

立ての未経験スタートや子育てなどでブランクのある方も大丈夫♪

相談できる環境が整っております。 

患者様の社会復帰・自宅復帰のサポートをしませんか？ 

 応募の前に悩まれているのであればお気軽にお電話頂き、病院の見

学やお話だけでもしませんか？お待ちしております。 

 

【面接時職場見学 OKです】 

地域に根ざした心ある医療提供の実現を追求し、「人・社会・未来」

へ貢献します。 

私たちと一緒に地域の患者様を笑顔にしていきましょう！ 

【連絡先】 

医療法人 博愛会 松倉病院 

奈良市川ノ上突抜町 15 

℡：0742-26-6941  

担当者 上村（カミムラ） 


